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定例会

▼
第
２
回
定
例
会
が
６
月　

日
か
ら
６
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期

16

25

10

で
開
か
れ
ま
し
た
。

▼
定
例
会
で
は
、　

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

10

▼
議
案
審
議
で
は
、
『
名
寄
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

が
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

ピック

　アッ
プ

町内会館建設費等補助金

補正 
予算

　修繕が必要な町内会館に対

し修繕費用を補助するため、

20万円を追加しました。

・
名
寄
市
教
育
委
員
会
委
員

　

中
枝　

範
子
氏
（
再
任
）

　

北
野　

裕
介
氏
（
新
任
）

令
和
７
年
５
月　

日
13

　

令
和
７
年

　
　

第
２
回
臨
時
会

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
２
件
、
専
決

処
分
し
た
事
件
３
件
等
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

人 
事 
案 
件

，

【
主
な
内
容
】

・
名
寄
東
中
学
校
整
備
に
あ

た
り
実
施
計
画
を
行
い
、

改
修
工
事
費
４
億
６
０
８

４
万
円
、
施
工
監
理
業
務

委
託
料
９
０
０
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て

旧
名
寄
産
業
高
校
光
凌

キ
ャ
ン
パ
ス
を
東
中
学
校

と
し
て
改
築
す
る
た
め
の

工
事
に
使
用
す
る
土
地
・

建
物
等
の
今
年
度
分
の
賃

借
料
８
０
０
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

・人権擁護委員

　村上　勝浩氏（再任）

　五十嵐千絵氏（新任）

風連B&G海洋センター等管理運営事業費

　風連B&G海洋センターアリーナの窓ガラスが雪庇

により破損したため、34万1千円を追加しました。

補正額34万1千円

市税還付事業費　　補正額300万円

　フォークリフトにかかる課税区分誤りが判明し、令

和3年度から令和6年度において本税を納めていただ

いた方に還付をするため、300万円を追加しました。

条例
　令和７年度から科目等高校履修生および高校聴講生

を受け入れるにあたり、高等学校在籍者や在学生の負

担軽減を図るため、条例の一部を改正しました。

名寄市立大学の授業料等徴収条例の

 一部改正

　道立サンピラーパーク内に設置されている森の休暇

村の利用料金について、近年の人件費や物価上昇等の

影響により、道内同等施設の利用料金よりも水準が低

く平準化を図るため、利用料金改定の議案が提出され

ました。　慎重な審議が必要であると判断し、所管委

員会である総務産業常任委員会に付託されました。

名寄市都市公園条例の一部を改正する

条例を付託

補正額20万円

人 事 案 件
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定例会

結　果議　　　件　　　名議案番号

承　　認専決処分した事件の承認について（名寄市税条例の一部改正について）議案第1号

承　　認専決処分した事件の承認について（名寄市都市計画税条例の一部改正について）議案第2号

承　　認専決処分した事件の承認について（名寄市国民健康保険税条例の一部改正について）議案第3号

原案可決工事請負契約の締結について議案第4号

原案可決工事請負契約の締結について議案第5号

原案可決令和７年度名寄市一般会計補正予算（第１号）議案第6号

同　　意名寄市教育委員会委員の任命について議案第7号

令和7年 　第２回臨時会　 議決結果

えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意見書

意 

見 

書

国内農業を犠牲としない日米関税交渉などを求める意見書

令和７年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

地方財政の充実・強化に関する意見書

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを求める意見書

将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書

国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書

結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決名寄市立大学の授業料等徴収条例の一部改正について議案第1号

閉会中審査決定名寄市都市公園条例の一部改正について議案第2号

原案可決工事請負契約の締結について議案第3号

原案可決工事請負契約の締結について議案第4号

原案可決財産の取得について議案第5号

原案可決財産の取得について議案第6号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和６年度名寄市一般会計補正予算（第11号））

議案第7号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和６年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第３号））

議案第8号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和６年度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号））

議案第9号

承　　認
専決処分した事件の承認について
（令和６年度名寄市立大学特別会計補正予算（第５号））

議案第10号

原案可決令和７年度名寄市一般会計補正予算（第２号）議案第11号

原案可決指定管理者の指定の変更について（名寄市体育施設）議案第12号

原案可決工事請負契約の締結について議案第13号

原案可決工事請負契約の締結について議案第14号

原案可決工事請負契約の締結について議案第15号

令和7年 　第２回定例会　 議決結果
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7
質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

追加アウトドアフィールドへ
参加者が多い体験型サバイバルゲーム

夢あるまちづくりを

携
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
北
海
道
観
光
振
興

機
構
の
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
、
新
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
関
係
人
口
の

増
加
な
ど
で
良
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊

税
に
つ
い
て
は
、
名
寄

市
の
特
色
を
踏
ま
え
て

慎
重
に
検
討
す
る
。

を
含
め
た
施
策
を
展
開

し
た
い
。

　
　

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

化
事
業
は
市
の
重
要
な

施
策
と
受
け
止
め
て
い

る
。
今
後
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
組
織
と
連

携
を
密
に
し
、
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
て
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

 
　

地
域
連
絡
協
議
会
の

具
体
的
な
事
業
の
取
組

み
と
単
位
町
内
会
へ
の

支
援
策
は
。
企
業
立
地

促
進
事
業
の
考
え
方
、

組
織
統
合
後
の
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
化
事
業
推

進
の
考
え
方
は
。

 
　

地
域
連
絡
協
議
会
の

活
動
に
加
え
て
、
柔
軟

な
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
複
数
町
内
会
に
よ
る

連
携
事
業
や
団
体
と
の

連
携
事
業
を
支
援
す
る

補
助
金
制
度
を
創
設
し
、

単
位
町
内
会
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。

　
　

特
例
条
例
の
期
限
は

設
定
し
て
い
る
が
、
よ

り
効
果
的
な
企
業
立
地

ＱＡ

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

新
規
就
農
を
志
す
市

内
の
若
者
に
つ
い
て
も

国
の
補
助
金
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
就
農
支

援
を
進
め
て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
農
業
支
援
員
）
に
つ
い

て

ど
の
取
得
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
農
業
経

営
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る

農
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　

新
規
就
農
者
確
保
の

対
策
で
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
・
農
業
支
援

員
を
中
心
に
市
外
か
ら

の
新
規
参
入
希
望
者
の

募
集
・
育
成
・
就
農
支

 
　

今
後
の
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
伺
う
。

 
　

安
定
生
産
と
品
質
・

収
量
の
向
上
に
必
要
な

情
報
提
供
や
技
術
指
導

な
ど
が
基
本
的
な
役
割
。

ま
た
地
域
の
特
性
や

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
取
組

み
を
選
別
し
て
い
く
役

割
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

 
　

農
家
戸
数
減
少
へ
の

対
策
・
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。

 
　

農
業
後
継
者
に
対
す

る
支
援
や
誘
導
策
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

と
協
調
し
た
研
修
・
生

産
支
援
事
業
、
大
型
免

許
や
ド
ロ
ー
ン
免
許
な

ＱＡＱＡ

住みつづけたいまちづくり
農
業
振
興
に
つ
い
て

 遠  藤 　 隆  男  議員
えん どう たか お

市政クラブ

東 川 　 孝  義  議員
かわ たか よし

市政クラブ
ひがし

観
光
振
興
計
画
進
捗
は

地域農業を守る支援・対策を

 
　

名
寄
市
観

光
振
興
計
画

（
第
２
次
）
の

進
捗
経
過
及

び
宿
泊
税
の

対
応
は
。

 
　

第
２
次
計

画
の
重
点
項

目
の
三
点
を

中
心
に
関
係

機
関
と
の
連

ＱＡ

令
和
６
年
度
の
行
政
評

価
は
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

未来に羽ばたく子どもたちへ

況
は
。

 
　

通
常
学
級
と
連
携
し

な
が
ら
、
南
小
学
校
で

　

名
が
放
課
後
を
中
心

43に
学
ん
で
い
る
。

 
　

中
学
校
で
の
通
級
指

導
教
室
の
設
置
は
。

 
　

整
備
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
利
用
希
望

調
査
か
ら
始
め
た
い
。

ＡＱＡ

会
を
開
催
し
て
は
。

 
　

英
語
の
本
を
指
導
で

使
う
学
校
も
あ
り
、
全

て
の
学
校
で
置
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
英
語

を
発
表
す
る
場
所
は
重

要
で
あ
り
、
小
中
連
携

協
議
会
で
参
考
に
し
た

い
。

 
　

通
級
指
導
教
室
の
状

ＡＱ

 
　

英
語
教
育
の
充
実
に

向
け
た
取
組
み
は
。

 
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
よ

り
生
き
た
英
語
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
ほ
か
、

中
学
校
の
英
語
教
員
が

小
学
校
に
乗
り
入
れ
授

業
を
行
う
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。

 
　

小
学
生
は
日
本
語
習

熟
も
未
達
で
あ
る
。
英

語
学
習
と
併
行
す
る
こ

と
で
影
響
が
あ
る
の
で

は
。

 
　

英
語
は
表
現
の
一
つ
。

日
本
語
で
の
日
頃
の
学

習
が
大
切
で
あ
る
。

 
　

よ
り
深
く
理
解
す
る

た
め
英
語
図
書
の
配
備

や
、
英
語
教
育
の
集
大

成
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
大

ＱＡＱＡＱ 小
中
学
校
の
英
語
力
向
上
を

備
、
財
政
状
況
を
勘
案

す
る
と
現
時
点
で
は
実

施
は
困
難
。

 
　

給
食
提
供
に
つ
い
て
、

今
後
生
徒
や
保
護
者
に

対
し
て
学
校
給
食
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
考

え
は
。

 
　

調
査
を
行
う
考
え
は

な
い
。

ＱＡ

有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
「
株
式
会
社
ま

ち
づ
く
り
名
寄
」
と
連

携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

 
　

名
寄
高
校
へ
の
新
た

な
支
援
事
業
と
し
て
、

学
校
給
食
提
供
の
有
効

Ｑ

 
　

現
在
の
名
寄
地
区
中

心
市
街
地
の
地
理
的
な

位
置
付
け
は
。

 
　

名
寄
駅
を
含
む
半
径

約
８
０
０
ｍ
の
都
市
機

能
誘
導
区
域
内
。

 
　

中
心
市
街
地
活
性
化

と
公
共
施
設
等
再
配
置

計
画
を
ど
の
よ
う
に
連

動
さ
せ
て
い
く
考
え
か
。

 
　

複
合
施
設
建
設
地
の

第
一
候
補
選
定
に
向
け
、

「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
名
寄
」
が
地
権
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

旧
ミ
マ
ツ
ビ
ル
跡
地
に

つ
い
て
は
駐
車
場
と
し

て
、「
商
店
街
振
興
組

合
名
よ
せ
通
り
」
と
連

携
し
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
、

ＱＡＱＡ

名寄高校に学校給食の提供を
中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て

志願者、入学者とも定員に満たない状況が続いて
おり、効果的な支援策が求められる名寄高校

高
等
学
校
支
援
事
業
に

つ
い
て

 倉  澤 　 宏  議員
くら さわ ひろし

市民ネット

 今  村 　 芳  彦  議員
いま むら よし ひこ

市政クラブ

外国語会話は国際交流の第一歩

き
め
細
か
な
教
育
体
制
へ

性
と
実
現
の

可
能
性
は
。

 
　

他
の
自
治

体
で
も
取
り

組
ま
れ
て
お

り
特
色
あ
る

支
援
策
と
認

識
し
て
い
る

が
、
調
理
員

の
確
保
と
食

缶
等
施
設
整

Ａ
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

地域医療の今後について

域
医
療
構
想
の
検
討
の

中
で
限
り
あ
る
医
療
資

源
を
最
適
化
・
効
率
化

し
な
が
ら
医
療
機
関
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

医
療
・
介
護
の
提
供
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
】

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補

助
を

　
　

そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関

が
機
能
分
担

と
連
携
を
図

り
、
切
れ
目

の
な
い
医
療

提
供
が
求
め

ら
れ
る
。

　
　

新
た
な
地

 
　

東
病
院
の
現
地
で
の

改
修
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

 
　

施
設
等
の
活
用
方
針

を
適
切
に
判
断
す
る
た

め
、
外
壁
や
屋
根
な
ど

建
物
状
態
、
給
排
水
管

や
電
気
な
ど
設
備
面
の

老
朽
度
合
い
を
調
査
。

状
態
を
把
握
し
、
省
エ

ネ
化
も
踏
ま
え
、
必
要

な
整
備
を
検
討
す
る
。

診
療
を
継
続
し
な
が
ら

の
工
事
と
な
る
の
で
安

全
、
騒
音
へ
の
配
慮
、

構
造
上
の
制
約
な
ど
が

課
題
。
費
用
対
効
果
、

患
者
・
職
員
の
利
便
性

も
勘
案
し
な
が
ら
効
果

的
、
現
実
的
な
整
備
を

進
め
た
い
。

ＱＡ 東
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

 
　

現
時
点
の
施
設
の
構

造
上
、
新
た
に
更
衣
室

を
設
置
す
る
の
は
困
難
。

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
、
簡
易
的
な
更
衣
室

設
置
に
つ
い
て
進
め
て

い
き
た
い
。

【
他
の
質
問
】

　

名
寄
駅
の
利
便
性
向
上

ほ
か

Ａ

道
な
ど
の
支
援
を
活
用

し
、
衛
生
環
境
が
良
好

な
も
の
と
な
る
よ
う
最

善
の
対
策
に
努
め
る
。

 
　

障
害
者
差
別
解
消
法

が
改
正
さ
れ
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
が
義
務
化

さ
れ
た
。

Ｑ

 
　

「
避
難
生
活
に
お
け

る
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
に
向
け
た
取
組
指

針
」
で
、
人
道
支
援
の

国
際
的
な
基
準
と
さ
れ

る
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」

に
沿
っ
た
、
避
難
所
の

生
活
環
境
改
善
の
対
応

を
。

 
　

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏

ま
え
、
避
難
所
開
設
の

際
に
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

等
を
設
置
す
る
よ
う
努

め
る
。
ま
た
良
好
で
人

間
ら
し
さ
を
保
て
る
環

境
を
整
備
す
る
等
、
名

寄
市
地
域
防
災
計
画
を

修
正
し
た
。
避
難
所
開

設
の
際
に
は
国
や
北
海

ＱＡ

避難所にスフィア基準を
避
難
所
に
福
祉
的
支
援

の
充
実
を

地方センター病院の名寄市立総合病院

 高  橋 　 伸  典  議員
たか はし しん すけ

公　明

東　 千  春  議員
ち はる

市政クラブ
あずま

合
理
的
配
慮
の
提
供
で

プ
ー
ル
に
更
衣
室
を

避難所にスフィア基準の取組みを

 
　

近
隣
自
治
体
に
あ
る

病
院
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
る
必
要
性
に
つ

い
て
。

 
　

市
立
病
院
は
圏
域
の

セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

勤
務
医
が
少
な
い
医
療

機
関
へ
の
医
師
派
遣
を

行
い
、
中
核
的
役
割
を

果
た
す
。

ＱＡ 近
隣
自
治
体
病
院
と
の

連
携

　
　

障
が
い
が

あ
り
介
助
が

必
要
な
子
ど

も
が
プ
ー
ル

で
着
替
え
る

際
、
保
護
者

が
同
伴
で
き

る
更
衣
室
が

必
要
と
考
え

る
が
、
更
衣

室
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

・パーティションや段ボールベッド・エアーベッド等

　簡易ベッドの備蓄

・避難所の開設時に設置

・事前に作成したレイアウト図に沿った避難者の誘導

・避難所の土足厳禁

・スフィア基準「3.5㎡の居住スペース」等を追記
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

公共施設等再配置計画について

 
　

コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ

く
り
の
効
果
と
は
。

 
　

誘
導
区
域
内
に
施
設

等
を
集
積
し
利
便
性
を

向
上
。
市
街
地
の
拡
大

を
抑
え
交
通
や
公
共
施

設
の
維
持
管
理
経
費
の

縮
減
効
果
等
。

ＱＡ

 
　

「
株
式
会
社
ま
ち
づ

く
り
名
寄
」
が
土
地
所

有
者
と
交
渉
中
。
そ
の

結
果
を
受
け
第
一
優
先

候
補
地
の
決
定
や
整
備

年
次
等
に
つ
い
て
議
論

を
進
め
て
い
く
。

 
　

市
庁
舎
は
再
配
置
計

画
で
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
の
か
。

 
　

今
年
度
か
ら
次
期
総

ＡＱＡ

 
　

施
設
の
規
模
を
決
め

て
か
ら
候
補
地
の
選
定

を
す
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
。

 
　

制
度
や
運
用
面
の
詳

細
な
検
討
を
進
め
た
結

果
、
複
数
の
課
題
が
明

ら
か
に
な
り
現
実
的
に

困
難
な
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

 
　

旧
ミ
マ
ツ
ビ
ル
跡
地

の
今
後
の
利
用
計
画
は
。

 
　

複
合
施
設
候
補
地
の

一
つ
で
、
当
面
の
間
は

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
も

活
用
。
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
利
用
す
る
。

 
　

図
書
館
建
設
計
画
の

検
討
状
況
は
。

ＱＡＱＡＱ 名
寄
東
病
院
の
移
転

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

概
念
等

 
　

高
齢
者
の
安
心
し
た

住
ま
い
確
保
の
た
め
、

国
は
居
住
支
援
協
議
会

の
設
置
を
自
治
体
に
努

力
義
務
と
し
て
課
す
。

対
応
は
。　

 
　

国
・
道
か
ら
制
度
の

詳
細
や
運
用
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
必
要
な

施
策
を
進
め
て
い
く
。

【
他
の
質
問
】

　

名
寄
市
の
社
会
教
育
行

政
に
つ
い
て

ＱＡ

 
　

「
い
ろ
ど
り
倶
楽
部
」

の
利
用
状
況
は
。

 
　

支
援
を
必
要
と
す
る

「
利
用
会
員
」、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
「
提

供
会
員
」
が
そ
れ
ぞ
れ

会
員
登
録
し
、
事
務
局

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
調
整
を
進
め
る
。

令
和
６
年
実
績
は
「
提

供
会
員
」　

名
、「
利
用

11

会
員
」　

名
、
１
１
３

10

回
３
０
８
時
間
の
利
用

が
あ
っ
た
。

ＱＡ

 
　

医
療
・
介
護
に
つ
な

ぐ
以
前
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
に
対
応
し
、

地
域
の
中
で
の
支
え
合

い
を
構
築
す
る
上
で
、

高
齢
者
版
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
開

が
望
ま
れ
る
。
見
解
を

伺
う
。

 
　

名
寄
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
独
自
事
業
と
し

て
「
ほ
の
ぼ
の
倶
楽
部
」

「
い
ろ
ど
り
倶
楽
部
」
が

住
民
相
互
の
助
け
合
い

活
動
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
市
で
は
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
事
業

「
い
ろ
ど
り
倶
楽
部
」
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。

ＱＡ

安心の中で健やかな暮らしを
高
齢
者
版
フ
ァ
ミ
サ
ポ

事
業
を

社会福祉協議会で進められて
いる「いろどり倶楽部」と「ほ
のぼの倶楽部」

高
齢
者
の
住
ま
い
確
保

に
向
け

 谷 　　 聡  議員
たに さとし

市政クラブ

 山  崎   真  由  美  議員
やま ざき ま ゆ み

市民ネット

旧
ミ
マ
ツ
ビ
ル
跡
地
利
用

図
書
館
建
設
計
画
の
現
状

市
庁
舎
の
新
築

老朽化が進む市庁舎

合
計
画
の
策

定
に
向
け
、

市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会

を
設
け
、
そ

の
意
見
も
参

考
と
し
な
が

ら
市
庁
舎
含

め
議
論
し
て

い
く
。
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

手話条例制定10年を迎えて

画
は
。

 
　

市
で
は
こ
れ
ま
で

「
手
話
の
体
験
講
座
」
を

公
的
機
関
、
金
融
機
関
、

各
種
団
体
で
開
催
し
て

い
る
。
今
後
も
理
解
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

本
年
６
月
に
国
会
に

お
い
て
「
手
話
施
策
推

進
法
」
が
可
決
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
条
例
と
と

も
に
法
律
の
順
守
に
配

慮
し
て
い
く
。

Ａ

 
　

聴
覚
障
が
い
者
協
力

員
の
派
遣
実
績
は
。

 
　

名
寄
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
手
話
通
訳
ま
た

は
要
約
筆
記
の
依
頼
を

受
け
派
遣
し
て
い
る
。

　
　

聴
覚
障
が
い
者
協
力

員
の
実
人
数
は
現
在
８

名
で
、
手
話
通
訳
の
実

績
は
令
和
６
年
度　

件
、

33

１
３
５
、
５
時
間
と
な

　

っ
て
い
る
。

 
　

手
話
出
前
講
座
の
計

ＱＡＱ

 
　

市
が
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
内
容
と
効
果

は
。

 
　

広
報
な
よ
ろ
へ
の

「
今
月
の
手
話
」
掲
載
の

ほ
か
、「
手
話
を
知
ろ

う
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
を
通
じ
て
普
及
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

上
川
北
部
８
市
町
村

の
主
催
で
「
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
」
を
５
月

か
ら　

月
ま
で
全　

回

11

54

実
施
し
、
今
年
度
は
７

名
が
受
講
し
て
い
る
。

ま
た
手
話
登
録
通
訳
奉

仕
員
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講

座
（
全　

回
）
を
開
催

12

し
て
い
る
。

ＱＡ 手
話
の
普
及
啓
発
事
業

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
　

公
営
住
宅
の
空
き
屋

に
目
的
外
使
用
と
し
て

大
学
生
の
入
居
を
。
大

学
の
魅
力
と
な
る
の
で

は
。

 
　

課
題
や
他
自
治
体
で

の
取
組
み
等
を
確
認
し

て
い
く
。

ＱＡ

し
て
苦
難
を
乗
り
越
え

市
民
に
と
っ
て
価
値
あ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
や
国
家
試
験

の
合
格
率
な
ど
大
き
な

実
績
を
作
っ
て
き
て
い

る
。
法
人
化
で
は
一
般

的
に
理
事
会
が
組
織
さ

れ
る
と
い
う
が
説
明
を
。

 
　

理
事
会
に
つ
い
て
は

議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

Ａ

 
　

名
寄
市
立
大
学
在
り

方
検
討
委
員
会
が
４
回

開
か
れ
、
現
在
の
直
営

方
式
を
改
め
公
立
大
学

法
人
化
を
土
台
に
検
討

し
て
い
く
方
針
を
確
認

し
た
。
市
民
か
ら
は
ま

だ
ま
だ
「
法
人
化
っ
て

何
？
」
の
声
が
多
い
。

な
ぜ
必
要
な
の
か
。

 
　

名
寄
市
立
大
学
が
市

民
に
と
っ
て
価
値
あ
る

も
の
で
あ
り
、
学
生
か

ら
選
ば
れ
る
大
学
と
し

て
維
持
・
発
展
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
取
組

み
や
組
織
形
態
、
改
革

等
に
つ
い
て
議
論
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

 
　

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ

と
光
り
続
け
る
大
学
と

ＱＡＱ

名寄市立大学の未来について
法
人
化
は
な
ぜ
必
要

手
話
に
よ
る
意
思
疎
通

支
援

「名寄手話の会」の学習会が毎週
総合福祉センターで開かれている

大
学
生
に
も
公
営
住
宅

入
居
を

 中  畠 　 孝  幸  議員
なか はた たか ゆき

共生なよろ

 川  村 　 幸  栄  議員
かわ むら ゆき え

日本共産党

空き家が目立ち、市民からもったいないとの声も

ま
だ
議
論
が
終

結
し
て
い
な
い

の
で
、
在
り
方

検
討
委
員
会
の

答
申
を
受
け
設

置
者
と
し
て
名

寄
市
立
大
学
の

在
り
方
、
設
置

　

・
運
営
形
態
に

つ
い
て
も
検
討
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委員会報告

　これまで総務文教、市民福祉、経済建設の3委員会で活動していましたが、令和7年5月

から総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会の2委員会体制で活動することとなりました。

質･量ともに増強し、多様な意見を討議に反映します。

常任委員会の再編３から
委員会 ２へ進化

委員会

総務産業常任委員会

「地域活性化と賑わい創出を目指して 〜中心市街地の活性化に向けて〜 」

【委員】

◎東川　孝義

○山崎真由美

　遠藤　隆男

　川村　幸栄

　清水　一夫

　水間　健詞

　中畠　孝幸

（◎委員長 ○副委員長）

【管轄】

総務部

総合政策部

経済部

建設水道部

上下水道室

会計室

選挙管理委員会

公平委員会

農業委員会

　名寄市の人口減少や経済の停滞は喫緊

の課題。委員会テーマに基づき、夢のあ

るまちづくりを目指して調査･研究を行

います。

　現在は第2回定例会で付託された「名

寄市都市公園条例」の一部改正について

議論を深め、道立サンピラーパーク内に

あるセンターハウス、コテージ、カーサ

イトの料金値上げに関して慎重な審議を

行っています。

厚生文教常任委員会

「誰もが住みやすいまちづくり 〜教育・医療・福祉の充実〜 」

【委員】

◎高橋　伸典

○今村　芳彦

　東　　千春

　高野美枝子

　倉澤　　宏

　佐藤　　靖

　谷　　　聡

（◎委員長 ○副委員長）

【管轄】

市民部

健康福祉部

教育委員会

名寄市立大学

名寄市立総合病院

名寄東病院

風連国保診療所

　年齢や性別、障がいの有無にかかわら

ず、すべての市民が住みやすく、安心し

て住み続けられるまちづくりを目指して

調査･研究を行います。

　空き家や高齢者福祉・子育て支援と

いった生活に直結する課題はもちろん、

小中学校の教育環境向上や市立大学の未

来、市立病院の経営、東病院のあり方な

ど様々な課題に取り組み、市民生活の向

上に努めます。
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意見交換会

　

名
寄
市
議
会
で
は
、
名
寄

市
議
会
基
本
条
例
第
９
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
民
へ
の

積
極
的
な
情
報
公
開
を
行
う

と
と
も
に
、
議
会
の
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
、
年
２
回

以
上
『
市
民
と
の
意
見
交
換

会
』
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
等
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
予
算
そ
の
他
に

関
す
る
議
会
報
告
、
常
任
委

員
会
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
、

申
込
団
体
等
が
希
望
す
る

テ
ー
マ
、
そ
の
他
必
要
と
認

め
る
事
項
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
等
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
全
議
員

で
情
報
共
有
を
し
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
だ
よ

り
等
で
公
表
い
た
し
ま
す
。

※国や道の所管事案に関するご意見・ご要望等については、市議会としては回答ができません

のでご了承願います。

市民との意見交換会について

１．各常任委員会がテーマに合った関係

団体等（市民団体、事業所、学生、

児童生徒等）に依頼して開催。

２．町内会や市内で事業活動、その他の

活動を行う団体または５人以上の市

民グループから申し込みがあった場

合に開催。

３．議長が必要があると認める場合に開

催。

申し込み方法煙

煙

煙

煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

『市民との意見交換会』は毎年７月に

４会場で開催していましたが、令和

７年度からは次の内容で行うことと

なりました。

（４会場での開催は行いません）

１．意見交換会等開催申込書に必要

事項を記入のうえ、名寄市議会

事務局まで郵送またはファック

スで提出をお願いします。

　　　※意見交換会等開催申込

書は名寄市議会ホーム

ページをご覧ください。

２．意見交換会等開催申込書の提出

先はこちらです。

　　〒096-8686

　　　名寄市大通南１丁目１番地

　　　名寄市議会事務局

　　　Tel  01654-3-2111（3424）

　　　Fax  01654-3-2211

３．申込書到着後、議会運営委員会

から代表者へご連絡します。

煙

煙

煙

煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙



14

報　告

　

６
月　

日
本
会
議
終

16

了
後
、
議
員
協
議
会
が

開
か
れ
、
株
式
会
社
名

寄
振
興
公
社
の
経
営
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業

報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
平
成　

年
度
の
実

30

績
を
目
標
値
と
し
て
、

そ
の
水
準
を
超
え
る
べ

く
従
業
員
全
員
が
収
益

拡
大
の
た
め
に
注
力
し

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
計
画

で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
人
材
不
足
に
ス
リ

ラ
ン
カ
か
ら
２
名
の
特

定
技
能
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

経
営
改
善
計
画
で
は
、

債
券
差
し
押
さ
え
手
続

き
が
終
結
し
た
こ
と
、

こ
れ
を
契
機
に
健
全
で

安
定
的
な
経
営
に
向
け
、

従
業
員
一
同
努
力
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

議

員

協

議

会

※この日程は変更になる場合がありま

すのでご確認のうえ、市役所４階の

議場までお越しください。

９月１日（月）〜

　　９月１７日（水）です

次の定例会開会予定は…

【お問い合わせ】

　議会事務局

　☎③2111（内線3425・3426）

議会を代表して
活動報告をお届
けします

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質

問
に　

名
の
議
員
が
登
壇
し

10

ま
し
た
。
十
分
な
調
査
に
基

づ
い
た
、
建
設
的
な
議
論
が

い
く
つ
か
見
ら
れ
た
こ
と
が

成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
内
容
が
十
分
掘
り
下

げ
ら
れ
て
い
な
い
質
問
も
多

く
、
課
題
と
し
て
残
り
ま
し

た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
「
名
寄

市
立
大
学
の
経
営
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
大
学
の
経
営
形
態
の
在

り
方
を
調
査
研
究
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
議

会
、
議
員
の
資
質
の
向
上
に

向
け
て
、
改
革
の
歩
み
を
止

め
ず
に
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 山  田 　 典  幸  議長
やま だ のり ゆき

議会を傍聴しませんか

※議場での音声を鮮明に聴くため、携

帯型受信機をご用意しています。

　たくさんの方の傍聴をお待ちしてい

ます。

議会日誌（５月〜７月まで）

２回厚生文教常任委員会５日名寄市議会（本会議）

３回議会報特別委員会４回議会運営委員会

４回
名寄市立大学の経営に

関する調査特別委員会

１回議員協議会

５回総務産業常任委員会

詳しい議会活動は、議会ホームページで

ご覧いただけます

名寄市議会ホームページ
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政務活動費

※ 交付額を超えた費用については、会派及び会派に属さない議員で負担しています。

令和６年度　名寄市議会各会派の政務活動費概要報告

合　計共生なよろ市民の声日本共産党公　明市民ネット市政クラブ区　　分

1,800,000120,000120,000120,000120,000360,000960,000当 初 交 付 額

1,021,375262,485758,890調 査 研 究 費

支　
　

出 

102,595102,595研　 修　 費

17,22017,220広   報   費

0広   聴   費

0要望・陳情活動費

0会   議   費

0資 料 作 成 費

67,03619,62024,0309,13014,256資 料 購 入 費

0人   件   費

0事 務 所 費

1,208,226122,215041,2500271,615773,146支 出 合 計

593,9890120,00078,750120,00088,385186,854未執行額（返還額）

1,206,011120,000041,2500271,615773,146令和６年度交付額

政務活動費の収支をお知らせします

　

貴
重
な
政
務
活
動
費
を
有

効
活
用
し
、
三
自
治
体
で
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解

消
戦
略
」「
新
見
公
立
大
学
の

運
営
に
つ
い
て
」「
ま
ち
じ
ゅ

う
ど
こ
で
も
図
書
館
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
得
た
成
果
を
、

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

政務活動

報告

市
民
ネ
ッ
ト

　

岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第　

回
全
国
市
議
会

19

議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
令
和
６
年　

月
９
日
〜　

10

10

日
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
統

一
テ
ー
マ
は
「
主
権
者
教
育

の
新
た
な
展
開
」
で
し
た
。

将
来
の
地
方
自
治
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
主
権
者

教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

政務活動

報告

共
生
な
よ
ろ

議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、会派または
会派に属さない議員に対して交付される費用【 議員１人当たり月額10,000円 】

　

三
笠
市
、
長
沼
町
、
浦
河

町
、
足
寄
町
を
訪
問
し
「
市

民
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
、
子
実
コ
ー
ン

栽
培
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
補
助
金
制
度
、
高
齢
者
等

複
合
施
設
等
」
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

名
寄
市
で
抱
え
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
研
鑽
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
、
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

政務活動

報告

市
政
ク
ラ
ブ

　

一
般
質
問
等
の
資
料
と
し

て
専
門
分
野
の
新
聞
を
購
入

し
活
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

議
会
運
営
上
に
つ
い
て
詳
し

く
書
か
れ
て
い
る
「
議
員
必

携
」
の
新
版
を
購
入
し
ま
し

た
。
日
頃
の
議
会
活
動
の
報

告
と
し
て
「
通
信
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

政務活動

報告

日
本
共
産
党

ー
ー
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きぼう

名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。

議会だより　なよろ　第77号　令和7年8月1日
発行:名寄市議会　編集:議会報特別委員会　印刷:㈲喜多印刷所
◆TEL（01654）３−２１１１

『名寄高校　吹奏楽部』です

委

員

長　

川　

村　

幸　

栄

副
委
員
長　

高　

橋　

伸　

典

委　
　

員　

今　

村　

芳　

彦

委　
　

員　

谷　
　
　
　
　

聡

委　
　

員　

水　

間　

健　

詞

委　
　

員　

山　

崎　

真
由
美

委　
　

員　

中　

畠　

孝　

幸

議
会
報
特
別
委
員
会

　名寄高校吹奏楽部は現在44名で活動しており、ここ数年は名寄市内の

みならず士別市や剣淵町、下川町、美深町さらには和寒町や幌延町といっ

た幅広いエリアから部員が集まっています。今年３月23日に開催した第

33回定期演奏会では、550名もの市民の方にお越しいただきました。これ

からも「美音

協奏」のスロ

ーガンのもと、

皆様に愛され

る活動を続け

て参ります。

き　ぼ　う

表紙写真の

　　　紹介

　私は中学校を卒業した

後、美容師資格取得を目指

し専門学校へ通っていま

す。もともと早起きが苦手なのでJRでの通学

に不安もありましたが、遅れることなく通えて

います。

　専門学科の内容は難しく、高校の勉強との両

立で大変ですが、同じ目標に向かって頑張る仲

間と支え合いながら日々を乗り切っています。

時には一人の時間を持ち、リフレッシュできる

よう心がけています。

　今は9月に開催される理容美容学生技術大会

に参加するため、連日放課後の練習に励んでい

ます。9月23日には学校でファッション

ショー等もある盛大なフェスも控えています。

上手くいかないこともあり挫折しそうな時もあ

りますが、練習を積んで技術を向上させ、大会

当日に良い結果を残せるよう努力していきたい

と思います。

私の日常

 神  田   心優 
かん だ みゆう

　木札を取り合う「下の句

かるた」は、2022年に北海

道遺産に選ばれ、北海道独

自の文化として注目されています。私自身、小

学6年生のときに全道大会で準優勝し、その魅

力に惹かれ夢中になりました。その後、進学や

静岡県への就職でかるたから離れましたが、転

職を機に名寄市へ戻り、子どもの頃に親しんだ

かるたを、現在は風連銀嶺歌留多倶楽部の指導

者の一員として地元の子どもたちにその魅力を

伝えています。昨年の全道大会では子どもたち

が優勝チームに惜しくも僅差で敗れ、悔しい想

いを味わいました。今年はその雪辱を果たすべ

く、全道大会優勝を目指して練習に励んでいま

す。かるたを通して得ることの出来る達成感と

北海道の文化をこれからも次の世代に伝えてい

きたいと思います。

　みなさん一緒に「下の句かるた」やりません

か？

北海道遺産をつなぐ

 又  村 　 加  奈 
また むら か な


